
2024年

1月16日(火)
19:30～20:00

▼ZOOMによるWEB開催

（費用は無料）

講師プロフィール

「当院における骨粗鬆症を伴った
椎体骨折に対する治療戦略」

講師：整形外科 池田大樹

テーマ

日時

下記URLまたはQRコードよりご視聴いただけます。
ぜひご参加ください。 ※事前申し込みは不要です

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_IPG6lkNgQ_GBihys_sCVVw

【お問合せ先】
藤田医科大学岡崎医療センター
地域医療連携部 医療連携室

主催

0564-64-8200:TEL

0564-64-8194:FAX

hp4renkei@fujita-hu.ac.jp:Email

日本整形外科学会専門医、日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医
日本脊椎脊髄病学会認定脊椎脊髄外科指導医

●略歴
平成11年 愛知高等学校卒業
平成17年 藤田医科大学医学部医学科卒業
平成17年 藤田医科大学病院 研修医
平成19年 藤田医科大学病院 整形外科 助教
平成21年4月～平成22年3月 はちや整形外科病院
平成22年 藤田医科大学病院 整形外科 助教
平成26年 藤田医科大学大学院医学研究科博士課程修了
平成30年 済生会横浜市東部病院 整形外科 医⾧
平成31年 藤田医科大学病院 整形外科 講師
令和4年 藤田医科大学岡崎医療センター 整形外科 講師

●コメント
近年、骨粗鬆症患者の増加とともに腰椎圧迫骨折などの椎体骨折の発生が増加しており、

安静やコルセット装着などの保存療法では対応できない症例に対して、手術が必要になる
場合があります。経皮的椎体形成術（BKP）や経皮的椎弓根スクリュー（PPS）を使用し
た低侵襲手術による治療が広まったことで、患者さんの全身状態や併存症を考慮して術式
を選択することができるようになりましたが、一方で隣接椎体骨折やスクリュー脱転など、
骨粗鬆症だからこそ発生しうる合併症も多く報告されています。合併症により、場合に
よっては大きな侵襲を伴う手術が必要となることもありますので、先々のことを考えた治
療戦略が必要となります。これらを踏まえた、当院で行なっている治療についてお話させ
て頂きます。

【視聴用URL】

【視聴用QRコード】

参加方法


